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バルトークの「ミクロコスモス」の分析
一和声を中心に－
小木曽　敏　子
はじめに
本学紀要第42号で，バルトーク作曲の「ミクロ
コスモス」の旋律線およびリズム塾について考察
した。
その結果，旋律線に関してその使用音程にいく
つかの特徴をみた。即ち，使用頻度の最も多い音
程は長2度で42％　短2度は22％であった。長短
2度の響きが全体の号を占めていて，これに続く
短3度13％，完全4度8％とは大きな差を示した。
また増1度と増4度音程の使用が比較的多いこと
も特徴の一つであった。
これは曲の作曲年代が1926年から1936年という
現代音楽の諸作曲法が試みられた時期，20世紀前
半であることに加えて，バルトーク独自の音楽語
汝の一端であることと理解した。
このことは，和声法についても関係するものと
考えられる。本論では，バルトークの「ミクロコ
スモス」における使用和声を分析することから，
その和声上の特徴を考察しようとするものである。
本　論
Ⅰ、全体について
和音分析の対象曲数は167曲であるが，項目に
よってその曲数が変ることがある。
二声部構成（単旋律と伴奏あるいは単旋律と対
旋律による）曲は98曲，和音構成（和音使用）曲
は71曲を対象とした。
作曲形式は，カノソ形式の曲が22軋　ユニゾン
使用曲が26曲，フーがまたは対位法的な曲は10曲
である。
曲全体に保持者を使用している曲は11曲である
が，他に保持者を部分的に使用している曲がある。
なお，本論中に使用している語については註と
して彼尾に付記した。また本文中の％は4捨5人
の正数で取り扱った。
Ⅱ、分析結果
1．開始音について
一曲を通して単旋律の曲を除く165曲を対象と
する。（終止音も同対象）
開始音が－声部のみの曲が全体の50％を占め，
上声部下声部が共に単音（2音で開始）の曲が35
％，3音以上の和音で開始する曲が5％である。
二声部の曲では，上声部と下声部の開始音程が
完全8度のものが18％で最も多く，次に完全15度
が6％である。この他の開始音程のものはそれぞ
れ1～3曲である。
2．終止音について
終止音では，－声部（単音）で終る曲が10％，
二声（2音）終止が58％，和音で終る曲が32％で
ある。
このうち，二声部の曲で最終音が完全8度の曲
が34％で最も多く，完全15度が10％，完全5度が
4％である。また，和音終止の曲では長三和音が
15％，短7度和音で終る曲が2曲ある。
また特定し難い和音で開始している曲が4％，
終止している曲が10％ある。
3．開始音および終止音と主音または基等2
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表1二声曲の上声部と下声部との音種の使用頻度数
芸i警l慧1冨ほt冨腎 剳y蘭書 
頻度数l6l82困173日　2 ?37回4 
％lll4・3巨8！ 鳴?・4ぎ9・41 
の関係について
復調の曲は各声部毎にとらえた。
開始音は延べ225を数えるが，主音または基音
で開始しているものが44％，第5音開始が21％，
第3音開始11％，第7音開始が8％，第2音およ
び第4音開始が6％である。
終止音は延べ213を数えるが．主音または基音
での終止が58％，第5音終止が15％，主和音終止
が9％，第3音終止が7％である。
4．上声部と下声部との関係について
（表1）は二声からなる曲の上声部と下声部
（旋律部と伴奏部，または旋律部と対旋律部）と
の書巻の使用頻度数である。
ユニゾンの曲を除いた二声部の曲98曲を対象と
した。音程使用総数は9，665である。
音程度数毎にみると，10度が最も多く全体の14
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％，次に6度が12％，8度が11％，9度と7度が
それぞれ7％である。11度・5度・13度・12度は
それぞれ6％である。
各音程別では，完全8度が9％，短10度が8％，
長6度と短6度および長10度がそれぞれ6％，長
9度が5％，短7度・完全12度・完全11度および
短3度がそれぞれ4％，短13度が3％の順である。
また，増音程と減音程は全体の19％を占めてお
り，増音程が7％，減音程が11％である。これは
重増音程と重減音程を含んだ数である。
5．使用和音について
（表2～6）は，和音（合音（註2）を含む）の使
用頻度数である。ユニゾソ・カノン・対位法的作
品を除く71曲を対象とした。また，保持者（駐3）部
分も除いた。和音使用総数は5，246である。
（1）構成和音数について
バルトークの「ミクロコスモス」の分析
和　　音　使　　用　　頻　　度（註5）
表2＜2音＞
同　一　性　質　音　程 劔9??????b?W8??9?????????b?
和 コゝ二 王ヨ ?ﾞ??CC?SVﾃャ???##?(?(???38??＋ 5 5十 ??????@2 3十 300 ???????　3′ 1＋ 3／ 鉄?8???　3 2 40 釘?祷???
軒l22l37147 ? 鼎H??ﾂ? ?"? ?? ??4 ??
％lo可lo・7巨9 ????? ?t ??l 
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表5＜5音＞
和　　　　　　　音 劔??ｩ??尸/b?等質 音程 儻8?9??????b?｡ 計 
和 出 目 ???v?m9 ???v?mll i（9欠） ?????????／ 3／ 3／ 3／ 唐????／ 3 3／ 3／ ?
2音構成による和音は63％，3音構成のものが
25％，4音のものが10％，構成音が5音または6
音のものが2％である。
2音構成音（表2）では，8度以上の音程はそ
れぞれれ換算してまとめた。これによると2音か
らなる音では完全5度音程が13％で最も多く，短
3度音程が11％，長3度音程が9％，以下完全4
度，完全8鼠　長6鼠　短2度，減5度，長2度
増4度の順である。
3音構成音（表3）では，長三和音（M）が全
体の13％，短三和音（m）が4％，等質5度堆積
音（550）が3％である。
4音構成音（表4）でをも　mTが3％，M7がユ
％，完全5度堆積音（555）が1％である0
5音および6音からなる和音では2度の合音が
全体の1．3％みられる。（表5，表6参照）また，
調和しない2つの和音の同時使用は8曲の中にみ
られる。これらはすべて復調の曲である。
9および11の和音の使用は30音あり，0．6％で
ある。構成音全部を使用している音は8，欠音を
伴う音が22である。
蓑7は和音（合音を含む）の使用頻度数の高い
もの23位までの蓑である。
（2）和音と合音について
3音以上で構成された和音および合音の数の割
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＜和音使用頻度順位＞
上位23位まで
順位 刎???W??B???
1‾ 亂??8?X?7?704 ?8??
2 ?x蕀?尨?ﾘ?ﾃcビ???r?
3 ?ｨ?8?7?S釘???2?
4 ?x?8?7?C迭??C?
5 亂?3I7?3cb?h?r?
6 亂?3??3??X??
7 ?x?h???#途?X?R?
8 ?x蕀?尨?ﾘ?ﾃ#??8??
9 ?ｨ?(?7??B?8?B?
10 鉄???sR?8?"?
11 盲x?ﾃ?b?(?R?
12 冤X?X?7?｣???Cr?
13 ?x?(?7?s???2?
14 ?ﾘ?H?7?cR??C"?
15 盤H?ﾃSR??C?
16 ??8??ﾃS2??C?
17 鉄SX?ﾃCr??C?
18 ??#(???B??C?
18 ??(?#(?ﾃCB??C?
20 ?x?x?7?C????
20 晩x?Xﾈx??????
22 鼎H?ﾃ3???r?
23 鼎CB?7 ??r?
合は和音が87％，合音は13％である。その内訳は
次のとうりである。
バルトークの「ミクロコスモス」の分析
全体の87％を占める和音では，長和音および短
和音が72％，増和音が11％，減和音が4％である。
合音（13％）では，同一性質音程（鞋6）の堆積音
は6％，等質音程（註7）の堆積によるものが全体の
5％，不等質音程（註8）堆積音が3％，である。
（3）和音の音型について
材）分散和音使用の曲は17曲である。
このうち二声部による曲が15軋　和音の分散
使用が1軋単声に分散使用したものが1曲であ
る。
和音が同音同型で終始する曲と固定した上声ま
たは下声をペースに内声が変化していく曲が4曲
ある。
使用和音は，短三和音が1曲，空虚（鼓9）5度
（単独および内声に一昔付加を含む）の曲が4臥
4度音程内に4音または5音を使用する曲が3曲，
5度音程内で8音使用する曲が1曲ある。No・63
は短2度の2音だけを使用して，分散型で伴奏部
が作られている。
これらの和音は，オスティナートで使用されて
いる。
回　隣接音を構成音とする和音について
隣接音2音を2種類交互に使用している曲が8
曲ある。このうち重音便用は7曲，分散使用は1
曲である。
重音使用では，空虚5度と短3度の交替（即ち
上の音が長2度下降し，下の音が長2度上行する
のくり返し）が3曲，空虚5度と長3度との交互
が1軋　空虚5度と完全4度（下の音は一定で，
上の音が長2度下行する）が1軋　2種類の短3
度音が交互するものが1曲である。また分散使用
は短2度の交互である。
銅　空虚5度音の曲中での使用は11曲にみられ
る。同時打者が10乱　分散使用は1曲である。こ
のうちNo．55ⅠおよびNo．68Ⅱは唯一和音使用曲
で，伴奏部が同じ音を使用している。このように
一曲が同じ音で終始しているのは，167曲中この
2曲だけである。
また，曲の終止が空虚5度の曲は21曲である。
詳細はⅡ4打）の項で述べたい。
肖　密集和音（凱0）の同時使用は7曲にみられ，
その和音は25種病である。
2度（長および増）音程で3音便用が4曲の中
にみられる。3度（長・短・増）音程で3音使用
が8曲の中に，3度（増および減）音程で4音使
用が6曲の中ににみられる。4度音程内に6音使
用，5度音程内に6音使用がそれぞれ2曲の中に，
7度音程に6音使用が1曲の中にみられる。
このうち，No．144には2度音程内に2種現の
異った3音による密集和音が同時に使用されてい
る。
密集和音の扱いはクラスター的である。
銅　平行的和音の使用は6曲の車にみられる。
このうち三和音の基本形での連続使用が3曲あ
る。この3曲中基本形の連続使用で曲が構成され
ているのは2曲で，部分的使用が1曲である。
No．73は三和音の第1転回形（右手）と第2転
回形（左手）の同時連続使用になっている。2音
の平行的和音の使用は，2度音程・4度音程およ
び6度音程でいずれも少数みられる。
㈹　同一和音の連打は7曲の中にみられる。い
ずれも指示速度は」＝114～168と速い。
掴　水平的和音群と垂直的和音とが同じ音から
なっているものは2曲にみられる。No．127では
歌唱の部分で水平的に使用されたものと同じ音が
伴奏部で垂直的和音として使用されている。No．
143では水平的和音群と垂直的和音とが，同一声
部上で交替している。
㈹　六の和音の使用は，11曲にみられる。
No．73は，六の和音だけの連続使用で曲が終始
している。次にこの和音の使用頻度の高い曲は，
No．153，次いでNo．126である。残り8曲の六の
和音の使用はいずれも単発的なものである。
（リ）短2度と長7度の重音は，4曲の中に5種
病みられる。このうちの4種類は根音上に第6音
と第7音が短2度音程で重なっている。板音上に
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短2度での重なりによる和音は1種類である。
伺　完全5度と増4度の音程の交互使用では，
No．113が分散使用で一曲を通している。
銅　分散和音の交替は，No．68Ⅰで長3度と完
全4度音程のものがみられる。他に短3度と完全
4度音程の交替も僅かな数であるが使用されてい
る。
帥　和声的旋律がみられる曲は22曲である。2
音構成による和音の曲が15軋　3音構成者が9曲，
4音構成者が2曲である。この数には途中で和音
数が変更しているものも含まれている。また，完
全8度の重なりによる和音は除外した。
和声的旋律が≡和音の基本形での連続使用は4
曲である。またこの他に旋律部と伴奏部または対
旋律部が共に和声的進行している場合は18曲にみ
られるが，いずれも両声部が同音型の和声的進行
をしている。
（4）終止和音について
打）空虚5度で終止している曲は21乱　全体の
13％である。空虚5度の構成音が2音のものが10
曲，4音構成音のものが11曲である。上声部と下
声部が同音の曲が3軋　両声部で構成音が異る曲
は6曲である。
両声部の音程差は，短10鼠　完全8嵐　7度が
それぞれ1曲ずつ，上声部の空虚5度と下声部の
空虚5度の差が2度の曲が2曲である。残り5曲
は，いわゆる協和しない音の重なりからなってい
る。
終止音が空虚5度の曲の中で，二声部で開始し
たものが終止時に3音または4音からなる空虚5
度になっている曲が6曲ある。
回　長三和音の第5音省略終止は6曲にみられ
る。この6曲の調性は，長調の曲が1曲，旋法に
よる曲が4軋　調性不明の曲が1曲となっている。
銅　ピカルディ終止は，2曲にみられる。いず
れも長調と短詞の復調の曲である。そして2曲共
短詞の声部はヘ短調である。
目　七の和音で終止している曲は6曲ある。そ
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の調性は，復調，五音音階，旋法，半音階のもの
がそれぞれ1曲ずつ，調性不明の曲が2曲である。
このうち長7度終止と短7度終止がそれぞれ1曲
ずつであり，その他は7の和音（4和音）の終止
をしている。
Ⅲ、考察
以上の和音の分析結果のうち特徴的と思われる
もののいくつかをまとめ，それについて考察して
いきたい。
1、開始音および終止音について
主音または基音での開始と第3音開始，それと
第5音開始の3種類の音で開始する曲は，合計す
ると全体の76％になる。これらは，いわゆる主和
音のいずれかの音を開始音にしていることになる。
終止をみても，主音や基音の終止と主和音での
終止の曲の合計は67％である。
2、増減音程について
二声曲で19％みられる増減（重増・重減音程を
含む）音程は譜面上での数値である。即ち重増お
よび重減音程，それと一部の増音程は美音上は増
減音程ではない。いわゆる不協和音程は，長短2
度と長短7度（換算した数）19％と事音上の増減
音程9％を合計すると，その占める割合は28％で
ある。
3、使用和音について
使用和音のうち87％が，機能的和音に換算する
ことのできる音から成り立っている。また，使用
和音のうち複数音の堆積による合音は全体の13％
であった。全く同一の性質の音程の堆積による合
音は6％みられた。
美音上での増和音と減和音および合音の使用は
全体の32％である。これが事実上の不協和音とし
てひびくことになる。
合音も特徴の一つであろう。従来の三度の積み
重ねによって構成される磯能的和音とは全く異っ
た和音概念から作り出されたものである。従来の
バルトークの「ミクロコスモス」の分析
考え方では音階上に自然に成立した同一性質の3
度音程の堆積（積極的に使用したとしても効果的
に単発的に使用する程度といってよいだろう）を
意図的に積極的に多用している。これが3度音程
の堆積だけでなく，自由にどの音程とでも組み合
わせて合音としたり，各音程毎に同音程同士で合
音としたり，または厳密に同一性格音程を堆按し
たりして合音を作っている。
また，5度の使用も特徴的である。空虚5度の
曲中および終止における使用や，その連続使用形
態，または5度音程の堆積による合音による使用
などがある。これらは従来も使用されていた五度
を含んだ和音，即ち三和音や四和音などとは全く
異質のひびきを生んだ。
このような音の扱いにより，和声の世界は従来
の概念の枠から自由な世界へと広がった。そして
それは興味深い新しいひびきを生み，和声づけは
一層多様化することになった。
以上　音程および和音に関する項目から，いわ
ゆる不協和音程や不協和の和音がいずれも30％前
後の使用頻度であることがわかる。しかしこの数
は感覚的にはもう少し多いように感じるのではな
いだろうか。
それは，和音の音型の特徴的な使用法によるも
のではないだろうか。和音構成音の欠音を伴った
和音の便乱　固定した音の上（もしくは内声部）
に絶えず変化する音を付加した形での和音の使用，
密集和音のクラスター的な扱い，オスティナート
の動乱平行的和音の連続使用，六の和音の連続
使用，同一音の連打などがそれである。
また，不協和音と協和音の区別しない使い方も
特徴的である。
音もその使用塾も多様で自由であるが，楽譜上
の上声および下声間や和音内の音程には計算され
たと思われるほど，同じ数字からなる音程が並ん
だり，同じ形で繰りかえされていて，興味深い譜
面となっていることに気づく。このことは，以上
述べた和音の連続使用，堆硬膏，オスティナート的
使用からみてもうかがうことができることである。
おわりに
楽譜上および分析の数値蓑からは，音の重なり
が非常に複雑にみえる。実際の音に表しても複雑
で難解というものが多い。しかし，使用音程も使
用和音も，そして開始音も終止音も実は鹿能和声
とは無縁のものではないこと，即ち現代音楽では
むしろ排除されるであろう椴能和声の原理が「ミ
クロコスモス」にあてはまることを，この分析し
た音にみることができる。しかしそれは，従来の
磯能和声と同じではない。その枠内にとどまるこ
となく，自由な音の重ね方や音のひびき合いの追
求に冒険を試みている。バルトークはこの曲集の
中で，堆積音やぶつかり合う音，または和音以外
の合音と呼ばれる音の重なりなどを多用に示して
いる。
その一方で，最も単純な和声づけも試みている。
即ち，唯一和音で一曲を成立させていることに表
われている。No．55ⅠとNo．68Ⅱにみられるよ　う
に，唯一和音使用でもオスティナー下風な扱いに
よって処理することで，立派に一曲が成立するこ
とを示している。
「旋律が単純であればあるだけ，一層独特な和
声で伴奏できる。束縛されることが少なく，創造
上より大きな自由が保証されているから」とバル
トークはいっている。
70％の協和する音や和音を使用しているこの曲
集が，その数以上に多くの新しい音を使用してい
るように思えることについては，更に次の2点が
考えられよう。
その1点は，和音分析の方法である。今回は磯
能和声に帰結させる方法をとった。例えば四和音
や五和音の中の一昔が欠けている場合の処理方法
については，欠音を含めて和音の性格づけを行っ
た。別の処理法をとれば，違う結果が得られるの
ではないかとも考える。
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もう1点は，磯能的和音が多かったが，ここで
は機能和声を成り立たせるトニカとドミナソトな
どの相互間の群の影響力があまりないのではない
か。このためにひびきが新鮮で強烈な印象を与え
るのではないかと考える。これは，和声の連絡・
進行に関係する問題であるが，今回は言及するま
でに至らなかった。今後の課題としたい。
最後に本学の川井明男教授に御指導いただきま
したことを感謝申し上げます。
註1：基音とは旋法で作られた曲の中心になっている
音。椒能和声の主音にあたる。
註2：合音とは，枚能和声での和音に入らない音程の
組み合せの堆横によって構成されている3音以
上の音の重なりをいう。
註3：保持者とは2小節以上にわたってタイで結ばれ
ている音で，その声部はバスとは限らない。
註4：1欠（3欠等）とはその和音の第1音（第3音）
が欠けているの意。
註5：和音の音程表示記号は次のとおりである。′は
短音程‾は減音程＋は増音程0は重増音樫を表
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す。
註6：同一性質音程とは複数の音間がすべて全く同じ
音程で重なっている音の集合をいう。
註7：等質音程とは，複数の音間の音程数字が同じも
のからなる合音をいう。
詔；8：不等質音程とは複数の音間の音程が異なるもの
からなる合音をいう。
註9：空虚5度とは三和音の基本形の第3音を省いた
和音をいう。
註10：この場合の密集和音とは狭音域内に3音以上の
構成音をもつ和音をいう。
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